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【 件 名 】 

 

■ 第１回身寄りのない方を地域で支えるワーキンググループ会議の開催結果に

ついて 

（孤独・孤立対策課）・・・２ 
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第１回身寄りのない方を地域で支えるワーキンググループ会議の開催結果について 

 

令和８年６月２５日 

孤独・孤立対策課  

 

今後も増加が見込まれる身寄りのない方への支援について、とっとり孤独・孤立対策官民連携プラッ

トフォームにワーキンググループを設置して、プラットフォーム団体、関係機関、市町村、県庁関係課

の実務者により、課題の整理及び支援策を検討するための第１回会議を開催しましたので、報告します。 

 

１ 日時・場所等 

(１) 日時 ５月２８日（木）午前９時３０分から正午まで 

(２) 場所 県庁第二庁舎９階 第２０会議室 

(３) 内容  

   ・講演「身寄りのない高齢者の問題について」 

    講師：同志社大学 永田 祐（ながた ゆう） 教授    

   ・県内市町村の課題、事業制度の現状等について報告（事務局説明） 

    ・意見交換（各出席団体からの現状報告、主な検討項目の確認） 

    ※講演内容はオンラインで市町村も視聴 

(４) 出席者 

ア 参加団体（９名、敬称略） 
団体名等 出席者 

法テラス鳥取法律事務所 野口 悠紀音（のぐち ゆきね） 

鳥取県社会福祉協議会 地域福祉部 副部長  眞弓 洋一（まゆみ よういち） 

米子市長寿社会課 係長  矢野 麻友（やの まゆ） 

三朝町地域包括支援センタ― 主幹介護支援専門員   川﨑 明美（かわさき あけみ） 

とっとり東部権利擁護支援センター 相談支援員  星見 智之（ほしみ ともゆき） 

鳥取県介護支援専門員連絡協議会 理事 多林 康子（たばやし やすこ） 

鳥取県老人福祉施設協議会 理事 川口 弥文（かわぐち みつひさ） 

日南病院 地域連携室 室長  上田 佑也（うえだ ゆうや） 

鳥取県東部医師会在宅医療介護連携推進室 室長 橋本 渉（はしもと わたる） 

  イ 助言者 同志社大学 永田祐 教授（地域福祉専門、厚生労働省審議会・検討会委員） 

ウ 県庁関係課 

   輝く鳥取創造本部（中山間地域振興課、交通政策課）、生活環境部（住宅政策課）、福祉保健部（長

寿社会課、障がい福祉課、医療政策課、健康政策課）、中部・西部総合事務所（保健所等） 
   

２ 主な意見概要 

・身寄りのない方への支援は、制度・事業だけではカバーできないため、住民同士のつながり作り、

相互の支え合い活動・居場所は重要となる。 

・日南町では、行政、医療介護関係者が集まり、身寄りのない方を支援するガイドラインを策定した

ことから、基本的な対応がルール化となった。 

・市町村、医療・介護団体において、身寄りのない方の対応について苦慮するケースがありつつも、

関係者間で連携しながら対応していることから、各団体の取組・対応を共有しながら検討すること

も有効ではないか。 

・判断能力が十分ではない高齢者等を支援する日常生活自立支援事業について、実施している各市町

村社会福祉協議会は財政的にも人的にも盤石ではない中、利用者に寄り添った支援を行っている。

対象者を真ん中において協力して対応できる仕組みを作っていけたらと思う。 

・相談窓口や制度等はそれぞれの自治体で揃っているので、横の連携が適切にできればと思う。 
 

３ 今後の予定 

  年内に４回程度の会議を開催し、主な検討項目として身寄りのない方への「入院・入所手続きの支

援」と「死後事務の支援」等について議論を行い支援策のとりまとめを行う。 
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